






細? 見? 博? 志 
 
【訳者まえがき】?
この翻訳は、Ferdinand Tönnies(1855-1936), Die Sitte, Literarische Anstalt: 
Rütten & Loening, Frankfurt a.M., 1909 の後篇（原著 49-95 頁）である。前篇は
『言語文化論叢』第 21 号、2017 年 3 月刊、131-169 頁に掲載された。後篇翻訳
に際し既訳の、西村克彦訳、テンニエス著『しきたり』(Die Sitte)後篇、青山












































                                                             
1 「couvade〔擬娩〕という言葉は中世フランス語で『臆病気に引きこもること』を意味
し、古フランス語の couver（鳥が卵をかかえる）を語源とする。」（馬場優子、擬娩、文
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し、古フランス語の couver（鳥が卵をかかえる）を語源とする。」（馬場優子、擬娩、文


































                                                             
1 夜に恋人の元へ窓(Fenster)から忍び込むことから、16 世紀に fenstern が用いられるよう


































                                                             
1? 古希の祝いに対して、それが流行化しているとして批判しているのか、それとも批判
への反批判として古希の祝いを重視しているのか、著者の真意は判然としない。英訳は


































                                                             
1 夜に恋人の元へ窓(Fenster)から忍び込むことから、16 世紀に fenstern が用いられるよう























































































































































                                                             
1 ラテン語で convictus（共生; convivo の過去分詞に由来）には同時に「会食・宴会」の
意味がある。 
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1 拙訳前編 159－160 頁参照。しかし同悲劇において、「客人」への言及（「異国の者」202、
































                                                             






































・ ・ ・ ・
共同生活、つまり仲間関係と
相互扶助である。かくて労働習俗































                                                             
1 拙訳前編、149 頁参照。 


























































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・











                                                             
1 Herbert Spencer(1820-1903)は英国の哲学者、社会学者で社会進化論に立脚、主著は 5 著
作 10 巻の『総合哲学大系』(1855－96)、その第 4 著作が 3 巻 8 部よりなる『社会学原理』





































                                                             























・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
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1 英訳では“the pleasure’s all mine”（こちらこそ；どういたしまして）。 

































                                                             







































                                                             




























・ ・ ・ ・ ・
(Landleben)に属しており、習俗はまさに民衆の習俗












・ ・ ・ ・ ・ ・
、形成される。彼らの考え
                                                             






































                                                             





























                                                             
1 「人間は総体に文明であればあるほど〔＝文明化されればされるほど（拙訳者註）〕い
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1 Jacob von Falke(1825-97)、ドイツ、オーストリアの文化史家、芸術史家。Falke, Jakob von: 
Die deutsche Trachten- und Modenwelt. Ein Beitrag zur deutschen Culturgeschichte. Bd. 1. 























































・ ・ ・ ・
ようとするからである――もっと
も、新奇なもの
























































                                                             
1 Georg Simmel(1858-1918)、ドイツの哲学者、社会学者、引用（引用符は拙訳者による）
は Philosophie der Mode（『流行の哲学』） (1905)、Georg Simmel Gesamtausgabe Band 10, 

















・ ・ ・ ・
ようとするからである――もっと
も、新奇なもの































































































                                                             
1 フリードリヒ・シラーの「歓喜に寄せて」(An die Freude)（1785 年初稿、1803 年一部改




























































































・ ・ ・ ・
3はその傾向からして〔貴族趣味とは〕正反対の庶民的な傾向をもって
いるが、しかしそれが貴族に受け入れられるようになった経緯は興味深い。貴
                                                             
1 三十年戦争(1618－48)が念頭に置かれているのではないかと推測される。 







































































































































































































                                                             
1 Otto von Gierke(1841-1921)、ドイツの歴史法学派のゲルマン法学者、ブレスラウ大学、
ハイデルベルク大学の教授、ベルリン大学の教授・学長を歴任、主著に『ドイツ団体法






































・ ・ ・ ・ ・
組織を構想する。……官憲の原則は
絶対主義
・ ・ ・ ・
国家の実現を追求し、かくて国家は同時に警察国家


























                                                             
1 Julius Bahnsen(1830-81)、ショーペンハウアーに影響を受けたドイツの哲学者、主著が

































                                                             
1 フリードリヒ大王のダランベール宛 1769 年 11 月 15 日付け書簡、Oeuvres Posthumes de 
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郎、本質意志／選択意志、見田・栗原・田中編、社会学事典、弘文堂、1988 年、823 頁）。 
2 Friedrich Nietzsche(1844-1900)、ドイツの哲学者、引用文はその著書『曙光』(Morgenröte, 
1881)、第 1 書第 9 節による。但し、「倫理とは……」と「自由な……」の引用符は拙訳者
が付したものである。 
 
習俗が規制する対象が、あたかも自動的に生起するかのように、疑問や懸念を
超越し、生活を軽減する限りで、慣習と習俗は意志の労力を節約する。慣習と
習俗が理性を押さえつけなければ、理性にはその分自由な活動の余地が確保さ
れる。 
このような好条件は、宗教によって形成される思考や意見の大系が提供する
ところであり、他にも宗教から導かれる行為規則も同じ好条件を提供している。
宗教の行為規則は、習俗の行為規則といつも共同して働くので、至るところで
私たちは特徴的な宗教的習俗を見出したのである。 
しかしながらこの宗教的習俗において対立も不可避であることは余りに明ら
かである。信仰は、根拠を示せない場合でも、真理であると要求する。それゆ
え信仰はいつも科学的な思考の法廷に立たされる。信仰には有用性や価値があ
るというだけでは、信仰を科学的思考の批判から庇うことはできない。しかし
習俗はそのような要求を立てない。とはいえまた、習俗は単に自らの合目的性
で判断されようとも思わない。もしそうされれば、習俗はたちどころに理性的
な制度に凌駕されるであろう。習俗は（倫理的に）良き習俗や麗しき習俗とし
て自らの価値を保持している。良き習俗として倫理的な価値を、麗しき習俗と
して美的な価値を、保持しているのである。完全に倫理的なるもの (das 
vollkommen Sittliche)は美的な価値をも含み、完全に美的なものは倫理的な
(ethisch)価値を含む。この二つの価値は単なる合目的性を超越し、それ自体で目
的である。 
科学的（論証的）理性はそれゆえそれらを模倣することはできず、ただ観照
し叙述するだけである。にもかかわらず科学的理性はそれらと常に対立する、
というのも科学的理性は自らまさに合目的的なるものを形成しようとするから
であり、またそうしようとする限り科学的理性はそれらと対立せざるを得ない。
対立はおそらくまた、他のしばしば直ぐに新しくなり、千変万化する趣味
・ ・
(Geschmack)がこの科学的理性と連携しているが故であろう。というのも、精神
の諸要素は互いに独立しているのではなく、趣味は意志の現れであるからであ
る。 
自由に合目的なるものを選択し優先する意志は、選択意志(Willkür)である。
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 すれば、我々が習俗から自由になればなるほど、そして習俗において自由にな
ればなるほど、倫理(Ethik)を意識することが必要となったのである、つまり、
人間をして人間たらしめるものは何かという認識、換言すれば理性の自己肯定、
が必要となるのである。この自己肯定によって理性は、本質的に分析のための
能力であることを止めて、共同社会の歓迎すべき創造力へと発展しなければな
らない。そうすることによって初めて、理性は「人間の最高の能力」と認めら
れるというよりも、むしろそのような能力そのものとなる
・ ・
であろう。 
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